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知
ら
ず
濃
厚
接
触
し
た
医
師
18

人
、
看
護
師
20
人
ら
47
人
の
職

員
は
14
日
間
の
自
宅
待
機
に
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）で
の
大

量
の
看
護
師
の
欠
員
は
、
全
診

療
科
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
し

た
と
い
う
。も
し
、陽
性
と
知
ら

ず
に
治
療
を
続
け
て
い
た
ら
ど

う
な
っ
て
い
た
か―

。島
田
学

長
は
「
よ
り
多
く
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
と
患
者
を
院
内
感
染
リ
ス

ク
に
さ
ら
し
、
大
幅
な
診
療
機

能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
」と
振
り
返
る
。

急
患
を
含
め
す
べ
て
の
入
院

患
者
に
感
染
リ
ス
ク
は
あ
る
。

だ
が
、
県
内
で
は
入
院
患
者
さ

え
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
。憂
慮
し
た
同

院
は
優
先
度
が
高
い
手
術
患
者

か
ら
検
査
に
着
手
、
プ
レ
ハ
ブ

の
専
用
待
合
室
を
病
院
敷
地
内

に
開
設
し
た
。「
早
急
に
全
入

院
患
者
に
検
査
を
広
げ
た
い
」

（
同
）と
い
う
。

平
行
し
て
、
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
紹
介
患
者
を
対
象
と
し

た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
大
型
連
休
明
け
の

８
日
か
ら
始
め
る
。県
医
師
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
部
会
部
会
長
の
宮
沢
敏
彦

理
事
は
「
か
か
り
つ
け
医
が
必

要
と
判
断
し
た
患
者
の
検
査
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
が
た

い
」と
話
す
。

県
健
康
増
進
課
に
よ
る
と
、

県
内
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る

日
最
大
１
１
０
件
。ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
の
導
入
で
県
全
体
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
能
力
は
倍
増
す
る
。

長
崎
幸
太
郎
知
事
は
４
月
23
日

の
会
見
で「
こ
れ
に
よ
り
、早
期

発
見
、早
期
治
療
に
結
び
つ
け
、

患
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
医

療
崩
壊
を
阻
止
す
る
」
と
強
調

し
た
。

す
る
。検
査
結
果
は
翌
々
日
に

出
る
」（
健
康
増
進
課
）と
い
う
。

現
役
の
医
師
で
衆
議
院
議
員

の
中
島
克
仁
氏（
山
梨
１
区
）

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
含
む
検
査
体
制

拡
大
の
意
義
に
つ
い
て
、「
感
染

は
ま
ん
延
期
に
入
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
実
情
に
合
っ
た
対
策

が
必
要
」と
し
た
上
で
、「
医
療

崩
壊
を
避
け
る
に
は
、
検
査
数

を
増
や
し
現
状
分
析
し
、
軽
症

者
を
ホ
テ
ル
で
健
康
観
察
す
る

な
ど
、
重
症
度
に
応
じ
た
地
域

医
療
体
制
を
早
期
に
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
」と
指
摘
す
る
。

国
内
で
は
こ
れ
ま
で
、
陽
性

者
は
全
員
が
入
院
だ
っ
た
。こ

と
に
、
病
床
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
少
な
い
本
県
で
は
、
医
療
現

場
の
対
応
力
を
超
え
た
〝
医
療

崩
壊
〞が
懸
念
さ
れ
た
。島
田
学

長
は
「
当
院
も
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
で
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
。一
般

の
手
術
も
一
部
中
止
、
各
病
棟

も
２
部
屋
閉
め
て
、
そ
こ
か
ら

看
護
師
さ
ん
を
コ
ロ
ナ
対
応
に

回
し
て
い
る
」
と
〝
コ
ロ
ナ
余

波
〞に
よ
る
窮
状
を
明
か
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
検
査
拡
大

で
、
隠
れ
た
市
中
感
染
者
を
早

期
発
見
し
、
軽
症
者
を
ホ
テ
ル

な
ど
に
隔
離
で
き
れ
ば
、
医
療

現
場
の
負
担
は
大
幅
に
減
る
。

病
院
は
人
工
呼
吸
器
が
必
要
な

中
等
症
、
エ
ク
モ（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
、

人
工
心
肺
）
が
必
要
な
重
症
者

の
治
療
に
集
中
で
き
る
。

楼ろ
う

で
軽
症
者
の
受
け
入
れ
が
始

ま
っ
た
。

医
療
物
資
の
供
給
で
は
、
マ

ス
ク
は
７
月
上
旬
ま
で
に
医
療

機
関
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に

１
０
０
０
万
枚
を
配
布
す
る
。

２
月
補
正
予
算
で
計
上
済
み
の

「
人
工
呼
吸
器
」は
、
県
内
医
療

機
関
全
体
で
現
行
２
１
３
台
に

加
え
50
台
を
調
達
。「
エ
ク
モ
」

は
現
行
９
台
に
３
台
を
追
加
す

る
。ま

た
、
補
正
予
算
に
は
医
療

従
事
者
を
応
援
す
る
月
額
１
万

円（
５
〜
７
月
）
の
給
付
金
や
、

自
宅
へ
帰
れ
な
い
人
の
宿
泊
補

助（
上
限
１
泊
５
０
０
０
円
）も

盛
り
込
ん
だ
。長
崎
知
事
は「
最

前
線
で
県
民
の
命
を
守
る
た

め
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
方
々
に
対
し
応
援
金
の

給
付
と
助
成
を
し
た
い
」
と
感

謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
思
い
を
述
べ

た
。少
な
い
武
器
で
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
と
闘
う
医
療
現
場
の
支

援
は
急
務
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
医
療
現
場
と
の
間
で
ぎ
り
ぎ
り
の
攻
防
が

続
い
て
い
る
。
県
内
医
療
従
事
者
な
ど
か
ら
は
、
マ
ス
ク
・
防
護
服
な
ど
の
医
療
物

資
の
不
足
▽
院
内
感
染
▽
感
染
症
対
応
の
た
め
の
一
般
医
療
の
抑
制―

な
ど
で
起
き

う
る
「
医
療
崩
壊
」
を
危
惧
す
る
声
が
相
次
ぐ
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
物
資
の
供

給
は
も
と
よ
り
、
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
の
早
急
な
拡
大
が
必
須

だ
。
軽
症
者
の
ホ
テ
ル
な
ど
へ
の
隔
離
を
進
め
「
市
中
感
染
」
の
抑
制
を
図
り
つ
つ
、

入
院
が
必
要
な
中
等
・
重
症
者
に
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
集
中
さ
せ
る
戦
略
だ
。
先

月
28
日
の
臨
時
県
議
会
で
は
２
４
６
億
円
の
４
月
補
正
予
算
が
成
立
、
県
も
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
暗
中
模
索
は
続
く
。

山
梨
県
の
４
月
28
日
現
在
の

感
染
者
数
は
53
例
。感
染
状
況

に
つ
い
て
、２
０
１
５
年
ま
で

山
梨
大
付
属
病
院
病
院
長
を
務

め
た
同
大
の
島
田
真
路
学
長
は

「
国
の
方
針
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

抑
え
ら
れ
て
き
た
。山
梨
県
も

（
保
健
所
な
ど
で
）断
ら
れ
た
数

が
相
当
数
あ
る
は
ず
だ
。こ
れ

で
は
患
者
の
実
数
が
つ
か
め
な

い
」と
し
た
上
で
続
け
る
。「
軽

い
風
邪
な
ど
の
来
院
者
を
検
査

し
た
ら
感
染
者
が
大
勢
、
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。医
療
崩

壊
に
な
り
か
ね
な
い
」

３
月
31
日
、
山
梨
大
病
院
に

心
肺
停
止
状
態
で
運
ば
れ
た
８

カ
月
の
乳
児
。胸
部
Ｃ
Ｔ
画
像

に
わ
ず
か
な
影
が
あ
っ
た
た
め

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た
と
こ
ろ

感
染
が
判
明
し
た
。そ
う
と
は

次
亜
塩
素
酸
水
か
家
庭
用
漂
白

剤
の
希
釈
液
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
い
ず
れ
も
手
の
消
毒
に
は

使
え
ま
せ
ん
。荒
れ
ま
す
か
ら
。

―

外
出
時
の
外
着
は
ど
う
す
れ

ば
？せ

き
込
ん
で
い
た
人
の
飛
沫
を

浴
び
た
可
能
性
が
あ
る
な
ど
特
殊

な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
消
毒
は
不

要
で
す
。
衣
類
か
ら
の
感
染
事
例

の
報
告
は
知
る
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―

食
事
の
際
に
気
を
付
け
る
こ

と
は
？

ウ
イ
ル
ス
は
口
、
目
、
鼻
の
粘

膜
か
ら
体
内
に
侵
入
し
ま
す
。
口

元
に
手
が
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
必
ず
食
前
に
手
洗
い
し
て

下
さ
い
。

―

室
内
の
こ
ま
め
な
消
毒
は
？

家
族
全
員
が
多
く
触
れ
そ
う
な

ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
蛇
口
な

ど
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸

水
な
ど
で
消
毒
し
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
は
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

は
３
〜
５
日
ぐ
ら
い
生
存
し
て

い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
か

ら
。

家
庭
で
で
き
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
東
邦
大
学

の
小
林
寅い

ん
て
つ喆
教
授（
感
染
制
御
学
）

に
聞
い
た
。

―

帰
宅
時
に
す
る
こ
と
は
？

玄
関
の
そ
ば
で
手
を
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
す
る
か
、
せ
っ
け
ん
で
洗

い
ま
す
。
次
に
外
の
手
で
触
っ
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電

話
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
玄
関
内
側
の

ノ
ブ
な
ど
を
消
毒
し
ま
す
。

―

ア
ル
コ
ー
ル
が
手
に
入
ら
な

い
場
合
は
？

―

感
染
し
た
家
族
と
同
居
の
場

合
は
？

必
ず
感
染
者
を
家
族
と
隔
離
し

ま
す
。
感
染
者
の
ゾ
ー
ン（
居
室
）

を
決
め
ら
れ
る
場
合
は
、
感
染
者

に
手
を
消
毒
し
て
か
ら
居
室
を
出

て
も
ら
い
ま
す
。
ド
ア
ノ
ブ
、
ト

イ
レ
、
洗
面
所
、
風
呂
な
ど
の
共

用
部
は
、
感
染
者
が
使
用
し
た
直

後
に
そ
の
都
度
、
消
毒
。
食
器
は

感
染
者
に
で
き
れ
ば
自
分
で
洗
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

―

室
内
の
換
気
は
？

部
屋
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す

が
、
ゾ
ー
ン
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
、
１
時
間
に
２
〜
３
分
は
で
き

れ
ば
２
方
向
で
通
風
す
る
よ
う
に

換
気
し
ま
す
。

の
は
山
梨
大
病
院
な
ど
の
医
療

機
関
を
除
け
ば
県
衛
生
環
境
研

究
所
だ
け
で
、
検
査
能
力
は
１

が
触
っ
た
物
を
、
触
る
こ
と
で
う
つ
る
「
接
触
感
染
」
だ
。
菓

子
な
ど
食
品
包
装
に
触
れ
た
手
で
食
品
を
口
に
入
れ
る
危
険
性

を
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
る
。

【
医
療
相
談
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】　

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
相

談
先
で
あ
る
県
内
保
健
所（
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
4
月
27
日
ま
で
の
相
談
件
数
は
累
計
１
万
２
６
１
２
件
。

こ
の
う
ち
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
２
１
７
７
件

（
総
数
の
15
・
２
％
）だ
っ
た
。
検
査
の
可
否
は
セ
ン
タ
ー
が
判

断
↓
帰
国
者
・
接
触
者
外
来（
県
内
医
療
機
関
）で
検
体
を
採
取

↓
検
体
を
県
衛
生
環
境
研
究
所
が
検
査
し
感
染

の
有
無
が
判
明
す
る―

流
れ
だ
。
県
は
相
談
の

目
安
を
当
初
の
「
37
・
５
度
以
上
、
４
日
以
上

の
発
熱
」
か
ら
、「
発
熱
が
あ
り
、
か
つ
、
乾
い

た
咳
ま
た
は
味
や
に
お
い
が
分
か
ら
な
い
な
ど

の
異
常
を
感
じ
た
場
合
」
に
緩
め
、
早
期
発
見

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

【
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】　

感
染
の

疑
い
が
あ
る
人
が
、
検
査
場
所
に
車
で
訪
れ
、

車
中
に
居
な
が
ら
窓
越
し
に
防
護
服
な
ど
で
完

全
防
備
し
た
医
師
に
検
体
を
採
取
し
て
も
ら
う

方
式
。
採
取
時
間
が
短
く
院
内
感
染
リ
ス
ク
も

な
い
。
早
く
か
ら
導
入
し
た
韓
国
で
は
検
査
数

が
急
増
し
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
累
積
感
染

者
数（
4
月
24
日
現
在
）は
、
韓
国
１
万
７
０
８

人（
在
大
韓
民
国
日
本
大
使
館
発
表
）、
日
本
は

１
万
２
６
８
１
人
（
厚
生
労
働
省
発
表
）。
同

日
の
新
規
感
染
者
は
韓
国
６
人
に
対
し
日
本

４
２
３
人
と
明
暗
を
分
け
た
。
国
内
で
は
新
潟

市
な
ど
が
既
に
実
施
。
厚
生
労
働
省
は
４
月
15

日
、
都
道
府
県
な
ど
へ
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査

を
追
認
す
る
「
事
務
連
絡
」
を
出
し
た
が
対
応

は
大
幅
に
遅
れ
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】　

厚
生
労
働
省
に
よ

る
と
、
粘
膜
な
ど
の
細
胞
に
入
り
込
み
増
殖
す
る
ウ
イ
ル

ス
で
１
〜
３
日
程
度
の
感
染
力
が
あ
る
。発
熱
や
の
ど
の
痛
み
、

咳
が
長
引
き（
１
週
間
前
後
）、
強
い
倦
怠
感（
け
ん
た
い
か
ん
）

を
訴
え
る
人
が
多
い
。
感
染
者
の
約
８
割
は
軽
症
で
、
重
症
化

リ
ス
ク
は
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
者
が
高
い
。
潜
伏
期
間
は
１
〜

12
・
５
日（
平
均
５
〜
６
日
）。
感
染
源
は
二
つ
。
感
染
者
の
く

し
ゃ
み
、咳
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む「
飛
沫（
ひ
ま
つ
）

感
染
」。
も
う
ひ
と
つ
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
た
手
で
感
染
者

の
た
め
、
患
者
か
ら
相
談
を
受

け
た『
か
か
り
つ
け
医
』が
、
検

査
の
是
非
を
判
断
し
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
つ
な
ぐ
」
と
説
明
。た

だ
、
検
体
が
増
え
て
も
、「
県
衛

生
環
境
研
究
所
」
に
は
余
力
が

な
い
。県
内
に
は
民
間
検
査
機

関
が
な
い
た
め
、「
東
京
へ
外
注

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
流
れ
は
、
病

院
内
の
検
査
体
制
を
確
立
し
た

山
梨
大
病
院
な
ど
を
除
け
ば
、

別
項（
医
療
相
談
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
）の
通
り
だ
。県
は
こ
の
検
査

ル
ー
ト
の
能
力
拡
大
も
図
る
。

宮
沢
理
事
は
「
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
る

相
談
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
緩
和

ル
が
足
り
な
い
。防
護
服
に
至

っ
て
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と
県

医
師
会
の
宮
沢
理
事
は
嘆
息
す

る
。医
療
崩
壊
は
検
査
体
制
の

拡
充
だ
け
で
は
防
げ
ず
、
医
療

物
資
、
感
染
者
用
の
病
床
不
足

と
い
う
制
約
へ
の
対
処
も
必
要

だ
。こ
の
た
め
県
は
国
か
ら
の

臨
時
交
付
金
を
加
え
た
４
月
臨

時
補
正
予
算（
約
２
４
６
億
円
）

を
編
成
。４
月
28
日
の
臨
時
議

会
で
成
立
し
た
。

県
は
感
染
ピ
ー
ク
時
の
入
院

患
者
数
を
１
５
０
０
人
と
想

定
。補
正
予
算
を
使
い
重
症
者

用
50
床
、
中
等
症
者
用
３
５
０

床
、
軽
症
者
用
１
１
０
０
床
を

確
保
す
る
。利
用
者
負
担
ゼ
ロ

の
軽
症
者
用
は
、
ホ
テ
ル
・
臨

時
医
療
施
設
な
ど
で
し
の
ぎ
、

北
杜
市
須
玉
町
の
ホ
テ
ル
若わ

か
み神

「
医
療
物
資
の
す
べ
て
が
不

足
し
て
い
る
。マ
ス
ク
、ゴ
ー
グ

■
第
120
回
珠
算
能
力
検
定
試
験

▽
４
級
　
川
上
聖
乃
、
阿
部
奈
々
、

雨
宮
光
二
朗（
あ
と
り
ゑ
）、
渡
部
夢

夏
、
伊
藤
有
未
、
青
谷
咲
希
、
池
本

耀
一（
遊
亀
）、小
林
叶
歩
、山
村
英
世
、

百
瀬
あ
ん（
寿
）、
矢
竹
彩
乃
、
米
山

剛
史（
小
田
切
）、
太
滝
裕
娜
、
古
屋

和
眞（
矢
亀
）、
平
塚
桜（
安
出
）、
進

藤
煌
白（
萩
原
）、
井
上
歌
乃（
市
川
）

▽
５
級
　
飯
田
明
広
、
大
塚
青
澄（
あ

と
り
ゑ
）、
阿
南
達
也
、
小
田
切
明
希

（
遊
亀
）、
稲
葉
美
桜
、
丸
茂
由
羅
、

黒
田
佳
那
、
田
邉
颯
真
、
三
井
暁
斗
、

有
賀
由
佳
、
土
屋
凜
華（
寿
）、
矢
竹

啓
乃
、
河
野
帆
花（
小
田
切
）、
天
野

水
琴（
矢
亀
）、
髙
栁
彩
恵
、
伊
藤
宏

亮（
安
出
）、
中
島
淳
吾（
萩
原
）、
数

野
さ
く
ら
、
野
口
琉
愛（
み
ら
い
）

▽
６
級
　
藤
島
我
矩
、
小
池
亮
太
朗
、

一
瀬
花
凛
、
折
原
希
実（
あ
と
り
ゑ
）、

斎
藤
優
、
三
枝
千
華（
遊
亀
）、
豊
嶋

柚
希
、
山
本
彩
葉（
寿
）、
佐
野
唯
衣
、

バ
ー
ニ
ン
グ
利
梨
杏（
矢
亀
）、
守
山

三
千
花（
安
出
）、
加
藤
槙
之
助（
萩
原
）

▽
７
級
　
清
水
優
希
、
近
藤
す
ず（
あ

と
り
ゑ
）、
今
井
新
之
助
、
足
達
理

紗
、
三
輪
か
の
ん
、
佐
藤
生
吹（
寿
）、

長
田
一
紗（
小
田
切
）、
石
井
絢
香（
矢

亀
）、
廣
島
椿
、
松
井
正
成（
一
木
）、

岡
田
蕗
奈（
み
ら
い
）

▽
８
級
　
清
水
勇
斗（
あ
と
り
ゑ
）、

金
丸
一
花
、
松
永
結
菜
、
伊
東
柑
奈
、

小
田
切
淑
貴
、
杉
原
敦
生（
遊
亀
）、

足
達
凜
太
朗（
寿
）、
鄭
愛
俐
、
笠
井

彩
華（
矢
亀
）、
井
上
桜
太
、
飯
島
正

憲（
市
川
）

▽
９
級
　
岩
下
颯
汰
、
石
原
陽
葵（
あ

と
り
ゑ
）、
早
川
翔
太
、
飯
嶋
海
、
小

林
ふ
み（
遊
亀
）、
難
波
花
衣（
あ
お

ば
）、
詫
間
舶（
寿
）、
南
れ
い
ら
、
八

木
幸
太（
一
木
）

▽
11
級
　
増
田
快
士
、
日
野
原
俊
、

守
屋
滉
太（
寿
）、
岡
田
あ
さ
ひ（
矢

亀
）、
田
中
一
生（
一
木
）、
立
川
苺
香
、

前
田
湊
登（
市
川
）

▽
13
級
　
田
所
和
夏（
あ
と
り
ゑ
）、

立
花
珀
人
、
立
花
希
心（
寿
）

■
第
120
回
暗
算
検
定
試
験

▽
１
級
　
岩
下
哩
久（
日
進
）、
長
田

笙
佑
、
飯
島
諒
、
伊
藤
稟
桜（
あ
と
り

ゑ
）、
全
賢
祐（
寿
）、
土
谷
沙
綺（
矢

亀
）、
三
雲
琥
弥
太
、
藤
原
朋
生（
み

ら
い
）、
金
岡
宥
磨（
市
川
）

▽
２
級
　
田
渕
里
桜
、
阿
部
翼（
遊

亀
）、
前
田
拓
海
、
豊
嶋
信
希
、
横
内

彩
乃
、
古
屋
尊
、
小
林
寛
和（
寿
）、

新
井
帆
夏（
小
田
切
）、
谷
脇
史
恩（
一

木
）、
小
池
杏
奈
、
野
口
莉
麻
夏 

（
み

ら
い
）、
笛
木
桃
杏（
市
川
）

▽
３
級
　
黒
岩
ゆ
り（
あ
と
り
ゑ
）、

横
内
秀
次
、
前
田
結
衣
、
伏
見
渚
央
、

永
井
柚
衣
、中
込
真
奈
美
、上
條
榮
太
、

河
西
芽
生（
寿
）、
齋
藤
美
緒（
矢
亀
）、

長
澤
真
悠
子
、
望
月
嶺（
一
木
）、
山

野
竜
太
郎（
安
出
）、
角
田
也
実
、
角

田
泰
一（
萩
原
）、
高
荷
青
空
、
八
木

ひ
か
り（
市
川
）

▽
４
級
　
藤
島
我
矩
、
古
守
杏
美（
あ

と
り
ゑ
）、
村
松
風
香
、
光
藤
颯
汰（
あ

お
ば
）、
渡
辺
希
峰（
寿
）、
菅
原
美
乃

里（
小
田
切
）、
平
中
行
輝（
一
木
）、

松
本
莉
央
、
上
田
浩
誠
、
佐
藤
快
翔
、

佐
野
綾
音（
安
出
）、
杉
本
結
菜（
萩

原
）、
花
澤
瑠
依（
み
ら
い
）、
芦
澤
未

來（
市
川
）

▽
５
級
　
井
上
陽
真（
あ
と
り
ゑ
）、

河
西
麗
央（
寿
）、
下
原
桃
希（
小
田

切
）、
伊
原
彰
燿
、
石
川
玲
奈
、
横
内

茉
琴（
一
木
）、
望
月
遥
斗（
市
川
）

▽
６
級
　
田
中
伶
奈
、
青
山
蓮
斗
、

近
藤
す
ず（
あ
と
り
ゑ
）、
喜
多
悠
花

（
一
木
）、
守
山
三
千
花
、
山
本
圭
祐
、

飯
島
悠
介
、
内
田
孟
之
介
、
髙
栁
那

月（
安
出
）、川
井
菜
緒
、武
田
結
衣（
萩

原
）、
望
月
璃
心（
市
川
）

▽
７
級
　
遠
藤
茉
乃
禾
、
岩
下
颯
汰
、

石
原
陽
葵（
あ
と
り
ゑ
）、
難
波
花
衣

（
あ
お
ば
）、小
中
澤
舞
、上
野
幸
奈（
一

木
）、
角
田
乙
葉
、
進
藤
世
梨
、
杉
本

芽
生
、
中
島
環（
萩
原
）、
立
川
香
凜
、

一
瀬
佳
暖（
市
川
）

▽
８
級
　
深
沢
陽
菜（
あ
お
ば
）

■
第
35
回
読
上
算
検
定
試
験

▽
五
段
　
武
藤
宏
樹（
寿
）

▽
四
段
　
村
松
由
菜（
市
川
）

▽
準
二
段
　
河
野
佑
太（
寿
）

▽
１
級
　
佐
野
将
梧（
遊
亀
）、
芦
沢

絢
香
、
竹
川
凱
、
志
村
美
月
、
一
瀬

愛
衣（
寿
）、岡
本
昂
樹
、古
屋
奈
香（
矢

亀
）、
笛
木
来
瞳（
市
川
）

▽
２
級
　
古
屋
陽
梨（
遊
亀
）、
川
崎

泰
毅
、
秋
山
絢
香
、
佃
美
佑（
寿
）、

土
谷
沙
綺（
矢
亀
）、
内
山
友
里
花（
市

川
）

▽
３
級
　
飯
島
諒（
あ
と
り
ゑ
）、
久

保
田
裕
菜
、細
川
敬
矢
、石
原
蒼
唯（
遊

亀
）、
萩
原
紗
奈
、
齋
藤
里
緒
、
米
山

陽
彩
、
伊
藤
知
穂
、
唐
澤
唯
、
足
達

璃
子（
寿
）、
望
月
叶
王（
矢
亀
）

▽
４
級
　
長
田
笙
佑
、
飯
田
一
華
、

飯
田
明
日
香
、
李
承
注
、
小
林
千
将

（
あ
と
り
ゑ
）、
志
村
美
織
、
諸
角
光

軌
、佃
志
穂（
寿
）、野
澤
佳
央（
矢
亀
）、

笛
木
桃
杏（
市
川
）

▽
５
級
　
森
山
翔
真
、
保
坂
早
耶
、

小
池
城
太
朗（
あ
と
り
ゑ
）、
深
沢
怜

司（
寿
）

▽
６
級
　
田
代
惟
吹
、
鳥
谷
香
織
、

米
山
瑞
稀（
あ
と
り
ゑ
）

■
第
35
回
読
上
暗
算
検
定
試
験

▽
準
三
段
　
矢
ヶ
崎
泰
河（
遊
亀
）

▽
二
段
　
村
松
由
菜（
市
川
）

▽
準
二
段
　
河
野
佑
太（
寿
）

▽
２
級
　
長
田
笙
佑
、
井
上
桃
佳
、

伊
藤
稟
桜（
あ
と
り
ゑ
）、
小
澤
美
緒

（
遊
亀
）、米
山
環（
寿
）、土
谷
沙
綺（
矢

亀
）、
飯
田
拓
也（
市
川
）

▽
３
級
　
平
川
璃
久
、
飯
田
一
華
、

飯
田
明
日
香
、
李
承
注
、
小
池
城
太

朗
、
小
林
千
将（
あ
と
り
ゑ
）、
古
賀

ひ
な
た
、
山
下
渚
月（
遊
亀
）、
伊
藤

知
穂
、
萩
原
紗
奈
、
齋
藤
里
緒
、
宮

田
凌
、
小
林
右
京
、
渡
辺
円
桂（
寿
）、

望
月
実
來
、
金
岡
宥
磨（
市
川
）

▽
４
級
　
田
代
惟
吹（
あ
と
り
ゑ
）、

志
村
美
織
、今
井
竜
之
助
、中
込
結
捺
、

佃
志
穂
、
三
井
瑛
司（
寿
）、
野
澤
佳

央（
矢
亀
）、
一
瀬
一
琉
、
秋
山
諒（
市

川
）

▽
５
級
　
森
山
翔
真
、
米
山
瑞
穂（
あ

と
り
ゑ
）、
山
本
京
楓
、
中
込
菜
月
美

（
寿
）

6
級
　
鳥
谷
香
織
、
米
山
瑞
稀（
あ
と

り
ゑ
）

甲
府
商
工
会
議
所
・
日
本
珠
算
連
盟
山
梨
県
支
部
発
表

小林寅喆・
東邦大教授

山梨大付属病院で行われたドライブスルー方式
によるPCR検査シミュレーション（4月28日）

山梨大の島田真路学長

「
目
に
は
青
葉　

山

ほ
と
と
ぎ
す
初
が
つ

お
」。
５
月
の
声
を
聞

く
と
江
戸
時
代
前
期
の

俳
人
・
山
口
素
堂
の
句

を
思
い
出
す
◆
素
堂
は

甲
州
巨
摩
郡
教き

ょ
う
ら
い
し

来
石
村（
北
杜

市
）
出
身
で
、
俳
聖
・
芭
蕉
の

客
分
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

一
説
に
は
儒
学
者
と
し
て
幕
府

に
仕
え
、
甲
府
郊
外
の
濁
川
改

修
に
も
携
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ

る
。が
、
異
説
も
あ
る
◆「
目
に

青
葉
」で
な
く
、字
余
り
を
承
知

で「
目
に
は
青
葉
」と
吟
じ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
目
に
染
み
入
る

よ
う
な
青
葉
に
、
さ
わ
や
か
な

「
五さ

つ
き月
の
風
」
が
吹
き
寄
せ
て

く
る
。「
は
」
の
一
字
の
効
用

で
あ
る
◆
も
う
一
つ
、
五
月
の

風
で
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
少

年
の
日
に
生
家
の
庭
に
は
た
め

い
て
い
た
「
武
者
幟の

ぼ
り

」
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
川
中
島
合
戦
の
武
田

信
玄
と
上
杉
謙
信
の
一
騎
討
ち

が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
た

◆
が
、
少
年
だ
っ
た
筆
者
に
は

不
満
が
あ
っ
た
。同
年
配
の
遊

び
仲
間
だ
っ
た
友
人
の
家
の
庭

に
、
大
き
な「
鯉こ

い

の
ぼ
り
」が
ひ

る
が
え
っ
て
い
た
か
ら
だ
◆
小

学
唱
歌
に
も
あ
る「
甍い

ら
か

の
波
」を

勇
壮
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
は
、
少

年
の
目
に
は
生
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
、
今
も
鯉
の
ぼ
り
は
筆

者
の
憧
れ
で
あ
る
。そ
の
鯉
の

ぼ
り
も
武
者
幟
も
、
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
猛
威
の
世
に

殆ほ
と
んど
見
当
た
ら
な
い
◆
も
し
あ

れ
ば
、
鯉
の
ぼ
り
の
大
き
な
口

で
ウ
イ
ル
ス
を
飲
み
込
み
、
武

者
幟
の
信
玄
の
軍
配
で
ウ
イ
ル

ス
を
天
空
に
追
い
払
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
に
、
と
児
戯
に
類
す

る
空
想
に
ひ
た
っ
て
い
る
◆
も

っ
と
も
鯉
の
ぼ
り
や
武
者
幟
が

な
く
て
も
、５
月
の
青
葉
風
と

き
ら
め
く
太
陽
が
ウ
イ
ル
ス
を

退
治
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い

る
。が
「
他
力
本
願
」
だ
け
で
は

効
力
は
薄
い
。力
を
合
わ
せ
て

〝
３
密
〞回
避
と
マ
ス
ク
常
用
や

手
洗
い
に
励
も
う
◆
そ
し
て

も
う
一
つ
、「
う
が
い
」の
励
行

で
あ
る
。そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。（
Ｓ
）

重症者治療へ検査拡大急務

医
療
崩
壊
阻
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主な感染拡大防止と医療提供体制の整備（4月補正予算）

　 医療施設等感染拡大防止対策 64,359
 手作りマスクプロジェクト推進 2,770
 遠隔診療等体制整備促進 12,934
　 PCR検査体制強化 8,118
　 （うち、 ドライブスルー PCR検査体制整備　3,518）
 宿泊施設を活用した軽症者等受け入れ 23,263
 新型コロナウイルス感染症入院医療機関特別給付 103,572
　 新型コロナウイルス感染症患者受け入れ支援補助 63,402
 新型コロナウイルス感染症医療従事者応援 9,300
 新型コロナウイルス感染症医療従事者宿泊支援補助 2,790
　 新型コロナウイルス感染症医療提供体制強化 13,251
　 （うち、感染症患者入院医療機関設備整備補助　9,044）
 （※単位は万円）


